
家蚕の吐糸機構に関する研究　III

吐糸管の形態と吐糸繊維の形態との関係（続）
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便宜をあたえられた竹田研究蜜の諸氏に濱望髄の謝意をi藁　　　A型　前部糸腺と共髄部の増iに開孔しているもの

する。　　　　　・　　　　　B型艦脚肋叡に騨Lしているもの
　　　　　　　∬黙の方法及結果　　　喫此の腺歓匡余しているもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　　（2）　　　　其の他の部分の形熊
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て靴猷だ棚の所が多かつた・聯の太級形職　　　縄の
状網が通過する圧糸部管孔の大きさ，形によつて変1奇し　　　C型　管孔（EE糸部）の内塑が波状な墨す為もの

錬る・　　　　一　　　　　駈躯別欲のmuでラiミした。（Eig．　D　wm、、・t・1　A～Ei

そして灘網が雛化彊姻ま舖する鑓の紛　離断面測ま瓢曜綿分に於で酬繊断し混，
（自電の約230％）を放翫漸次ミセルの配列髄高め　の，G～工踏圧糸部の横断面である。

つつ鵬轍に於で約押・凱て轍安定化す・謀　今上手易の鴎縦つて取扱つた灘駆分して見ると．

安靴する迄には約・謂分纈する．ゆ様に吐網　次磁り舳る・

力賢並して圧綿）齢の瀞乏太さの決定に三腰な部　　　丁。b1。1，

分であるとすれば，繭糸の形及太さが絹糸虫の種類によ
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る・吐糸管の筋肉の調節によつで孔は変形すると思わ才し　　　　備考　管孔の測定は次の部分で行つた。
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　次に第二に区分したブイリツプ氏腺の絹糸腺えの附着　　　　（3）吐糸管の大ぎさと生成繊維の述くさとの関係

位置旋形を見ると第一図でわかる様に形及大きさ，附着　　　　熟蚕の絹糸腺及吐糸管の大きさと生成繊維の太さとの
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Fig。1：The　longitudinal　and　the　cross　section　of　the　spinneret
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